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地域の未来たる青少年の健全育成に向けて          

青少年育成鳥取県民会議 会長 山 本 仁 志 

       

八村前会長の後を受けて青少年育成鳥取県民会議会長を務めさせていただき、早 10 か月近くとなりました。コ

ロナ禍の中で県民会議の運営も総会や県民大会をはじめ様々な事業を書面や WEB 開催するなど変則的なものとな

っておりますが、そのような中でも SNS トラブル防止標語「とりのからあげ」の動画・ポスターコンクールや「家

庭の日」の絵画ポスターコンクールなどの事業を着実に実施してきております。この間、市町村民会議の皆様を

はじめとする会員、関係団体の皆様方に力強くお支え頂きました事をこの場をお借りして厚く御礼申し上げます。 

本年度は延期されていた東京オリンピック・パラリンピックが無観客ながらも開催されました。日本代表選手

達が大活躍する中で、本県初の金メダルを獲得したボクシング入江聖奈選手や競泳 200 m 平泳ぎで 7 位入賞の武

良竜也選手など本県出身選手も大活躍し、コロナ禍の中の明るい出来事として大いに盛り上がり、また多くの県

民が勇気づけられました。入江選手はボクシングの強さに加えてリング内外での礼儀正しさ、誠実でユーモアに

溢れた対応でも世間の注目を浴びました。その入江選手が記者会見の中で、「自分の金メダルでこんなにも喜んで

くれて、鳥取県に生まれてよかったなと感じています。自分という人間は鳥取県があっての私なので、生まれ育

った鳥取県に感謝してこれからも頑張っていきたいと思っています。」とふるさと鳥取県への思いを語っていた

のが印象的でした。 

「あの子もこの子も地域の宝 ひと声かけて育てよう」わが県民会議 50 周年のスローガンです。鳥取県は人口

最少県であり、人口もさらに減少してきていますが、それでも子どもたちを健やかに育む基盤としての家庭や地

域の絆の力はまだまだ十分にあるのではないでしょうか。本県が将来にわたり持続的に発展していく上でも、「子

どもたちは地域の宝」であり、「子どもたちこそが地域の未来」であるという認識の下、子どもたちに関わる大人

達が互いに連携・協力し、具体的に行動することで、金メダルを取った入江選手のように様々な可能性を秘めた

子どもたちが、これからもふるさと鳥取県で保護者をはじめ地域の皆様方の見守りの中で夢を育み、その実現に

向かって育っていくことを願ってやみません。 

今、コロナ禍の中で子どもたちの集団体験活動の機会が減っています。また、インターネット上の有害情報や

SNS を巡るトラブルに巻き込まれる事例も増加しています。民法改正によりこの４月１日からは成人年齢が従来

の 20 歳から 18 歳に引き下げられることで高校生等が消費者トラブルに巻き込まれやしないかといったことも懸

念されてきています。家庭、学校、地域・企業、行政、警察などが連携し、子どもたちを取り巻く状況について

の認識を深め、その環境浄化を進めるとともに、体験活動の大切さ、挨拶・声掛けをはじめ、家庭・地域の関わ

りの大切さを共有し、実践に結び付けるなど子どもたちが健やかに成長する環境をつくっていく地道な取り組み

が益々重要となってきているのではないでしょうか。地域の宝、地域の未来である子どもたちのために、是非一

緒に頑張ってまいりましょう。 

 

 

 



☆ＳＮＳトラブル防止標語「とりのからあげ」 
ポスターデザイン・動画コンテスト 

 

子どもや若者の間でＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の利用が急速

に広がる中、ＳＮＳを介した犯罪に青少年が巻き込まれる被害が増加していることから、

鳥取県では、「子どものＳＮＳトラブル防止標語『とりのからあげ』」の周知を図っていま

す。 

 

子どものための SNSトラブル防止標語「とりのからあげ」 

「と」もだちがきずつく事をしない 

「り」よう時間を決めよう 

「の」せない個人情報 

「か」きん（課金）しない 

「ら」いん（LINE）は相手の事を考えて送信 

「あ」わない SNSで知り合った人 

「げ」ームソフトの年れい制限を守る 

【ポスターデザイン部門入賞者】 

高 校 の 部  最優秀賞        倉吉総合産業高等学校 ２年 山内 絆生 

        優秀賞        倉吉総合産業高等学校 ２年 森本 亮太郎 

中学校の部  大賞・最優秀賞    青翔開智 中学校   １年 貝本 芽 

 小学校の部  最優秀賞       米子市立福米東小学校 ６年 清水 心奈 

        優秀賞        鳥取市立城北小学校   ５年 山田 湖々 

 【動画部門入賞者】 

  ファミリーの部 最優秀賞                    小島 倫代 

高 校 の 部    応募なし 

  中学校の部    大賞・最優秀賞   米子市立美保中学校  ３年 本池 灯 

           優秀賞       三朝町立三朝中学校  ３年 山下 稀杷 

小学校の部    最優秀賞      鳥取大学附属小学校  ６年 渡邉 寧々 

 

 

               

 

              動画部門の入賞作品はこちら 

から視聴いただけます ⇒   

                   

   乳幼児期からの親子の食事と会話が子どもを成長させていく 

            ⑵ 

啓発キャラクター 
からぱと 



☆第１４回「家庭の日」絵画・ポスター作品 入賞者作品集 

今年度の応募総数４５５点、本審査対象は８５点でした。 

《小学校下学年の部》  

最優秀賞 世紀小 田中 奏太            優秀賞 西郷小 落合 莉々 

 

                        

《小学校上学年の部》  

最優秀賞  赤碕小 圓山 海斗           優秀賞 箕蚊屋小 穐田 るな 

   

                                          

 

 

               あの子もこの子も地域の宝 ひと声かけて育てよう 

⑶ 

《中学生の部》 

  最優秀賞 湖東中 松島 愛珠 

優秀賞  

三朝中 山﨑 志歩 



☆第４４回「少年の主張」鳥取県大会 

          日 時 令和４年９月１５日(木) １３：３０～１５：００ 

場 所 鳥取県倉吉未来中心 

県内１１校の中学校から１９６編の応募があり、事前審査・第一次審査を通過した１２名の発表はビデオ

審査により、最優秀賞は米子市立後藤ヶ丘中学校 ３年の大田星波さんの『思いやりの花を咲かせましょう』

が受賞されました。 

 

★審査結果 

最優秀賞(知事杯)      米子市立後藤ヶ丘中学校  ３年 大田 星波 「思いやりの花を咲かせましょう」 

優秀賞(県教育長杯)  境港市立第三中学校      ３年  山田 結菜  「大きな一歩が変えてくれたこと」 

〃 (県議会議長杯)鳥取市千代南中学校      ３年  姫田 結衣  「地域と私」 

〃 (市長会長杯)  鳥取市立桜ヶ丘中学校    ３年  西田 聖翔  「天理より見るときは善悪はなし」 

〃 (町村会長杯)  大山町立大山中学校      ３年  椎木 まゆ  「差別と偏見」 

〃 (新日本海新   境港市立第三中学校    ３年  谷田 朋香  「当たり前の生活を大切に」 

聞社長杯)  

優良賞(発表順)   米子市立淀江中学校    ３年 森田 悠月  「”ふつう”と”ちゃんと”について」 

  〃        大山町立大山中学校   ３年 川上 宰    「将来の夢」 

  〃        境港市立第三中学校    ３年 松本 快斗  「ボランティアをする意味」 

  〃        鳥取市立中ノ郷中学校   ２年 安原 大翔 「自分を変える」  

 〃        米子市立加茂中学校    ３年 安宅 倖之介「お母さんに優しい世の中へ」 

 〃        大山町立大山中学校    ３年 古志 倖希 「差別につながるコロナ」 

    

 

            

 

大人が変われば子どもも変わる 

⑷ 



☆ 第５６回「青少年育成鳥取県民大会」 

                     日 時 令和４年１１月６日(日) １３：３０～１６：００ 

場 所 大栄農村環境改善センター 多目的ホール 

■  「青少年及び育成活動等」の顕彰・表彰式 

  青少年グループ、青少年団体の結成又は活動促進、青少年の育成指導に、特に功労のあった団体又 

は個人を表彰しました。 

「青少年及び育成活動等の顕彰」 ＜個人＞ 

氏 名 住 所 表 彰 の 理 由 

 前田 勝美 氏    

（まえた かつみ） 
鳥取市 

旧用瀬町地区子ども会に平成５年に入会し理事を務められる。平成１９年

から鳥取市用瀬町地区子ども会会長として各種研修会や講演会の開催・野外

体験活動の実施など、子どもたちが心身ともに強く、心豊かに成長するため

の各種活動を精力的に取り組み、地区子ども会の発展に尽力され、その功績

は顕著である。 

 湊 孝明  氏  

（みなと たかあき） 
岩美町 

３０年以上の長きにわたり、岩美町子ども会育成連絡協議会長、鳥取県子

ども会育成連絡協議会の役員として、子ども会活動の充実、ジュニアリーダ

ーの育成、高校生ボランティア活動の推進に努めるとともに、青少年を対象

とするイベントでは中心的役割を果たし、青少年の健全育成に多大な貢献を

された。 

 北村 温子 氏 

 (きたむら あつこ) 
倉吉市 

永年に渡り、ガールスカウト活動に携わり、少女と若い女性の育成に力を

注いでいる。また、連盟の活動にも携わり尽力されている。２０１７年より

４年間鳥取県連盟長に就任し、コロナ禍のなかで新しいガールスカウト運動

の活動展開に貢献した。 

 大井 保太郎 氏

（おおい やすたろう） 

 

倉吉市 

関金地区青少年育成協議会長として長年にわたり、様々な体験活動の企

画・実施を通して青少年の健全育成を図り、地域住民との交流を促進した。

また倉吉市青少年育成協議会長退任後も青少年育成健全育成活動に尽力され

ている。 

  神庭 尚志 氏   

  （かんば たかし） 
米子市 

日本ボーイスカウト鳥取連盟の活動において、長年にわたりビーバー隊、

ボーイ隊、ベンチャー隊のスカウト指導、育成に尽力した。また、鳥取県西

部地区のボーイスカウト指導者育成の中心となって、青少年の健全な育成に

取り組み貢献した。 

 

■  講演 「気がつけば…新☆青年団 ～持続可能な人づくりへの挑戦～」 

講師  前南部町教育委員会教育長 永江 多輝夫 

 

地域の子どもは地域で見守り育てをよう 

⑸ 



☆ 研修会・意見交換会等 

◇青少年育成推進指導員・鳥取県青少年健全育成協力員ブロック研修会 

 〇東部地区研修会 於）若桜町公民館 

「成年年齢引下げによる消費トラブル」(県消費生活センター)  

  若桜町の活動報告、 

若桜町の重要伝統的建造物群保存地区の説明・見学 

 

 〇中部地区研修会 於）北条町中央公民館  

新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から中止 

 

 〇西部地区研修会 於）伯耆町植田正治写真美術館  

「成年年齢引下げによる消費トラブル」(県消費生活センター) 

伯耆町の実践活動報告、美術館説明・見学 

 

◇令和４年度 青少年育成推進指導員・青少年育成アドバイザー合同研修 

 日時：令和 4 年 11 月 9 日  

会場：鳥取県倉吉体育文化会館 

 講演：「つながる ～子ども達がいたから～」  

講師：鳥取県青少年育成アドバイザー協議会  

会計監事 松原 厚子 氏  

 

◇令和４年度 各青少年育成市町村民会議と青少年育成鳥取県民会議の意見交換会 

 日 時：令和４年 12 月 9 日(金)  

会 場: 北栄町中央公民館大栄分館 

  テーマ：with コロナの青少年育成活動について 

   活動報告等 

 

◇令和４年度「家庭の日」絵画ポスター巡回展示 

  岩美町 令和 4年 11月 24日（木）～12月 5日(月) 於)岩美町中央公民館 

  江府町 令和 4年 12月 8日(木)～12月 15日(木)  於)愛ベルこうふ(江府町防災情報センター) 

  倉吉市 令和 4年 12月 20日(火)～12月 27日(火) 

 於) 倉吉市図書館 

  米子市 令和 5年 1月 5日(木)～1月 12日(木)  

 於) 米子市児童文化センター 

  大山町 令和 5年 1月 12日(木)～1月 18日(水) 

            於) 名和町中央公民館 

  鳥取市 令和 5年 1月 19日(木)～1月 23日(月) 

            於) 中電ふれあいホール 

 

地域のおじさん・おばさん運動 

⑹ 

 

 

 

 

 



            ☆ その他の活動 

◇高校生マナーアップさわやか運動(令和４年４月・９月) 

  新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から中止 

 

◇成年年齢引下げ関係啓発 

 ○経済団体への要請 9/6 

  ○啓発パンフレットを作成 

 

◇全国青少年育成県民会議連合会 

   令和４年１２月６日(火) 総会(Web会議) 

  鳥取県民会議の山本仁志会長が、連合会の会長に推戴され就任 

 

◇インターネット利用環境啓発活動 

〇 ペアレンタルコントロールの普及啓発用のうちわを作成・市町村民会議へ配布 

〇SNSトラブル防止標語「とりのからあげ」ポスターデザイン・動画コンテストの 

最優秀賞作品を啓発ポスターとして作成・配布 

 

◇青少年育成団体助成金交付先 

団  体  名 事  業  名 

青少年育成湯梨浜町民会議 ポニーといっしょに自然体験 

鳥取おやこ劇場 絵本の読み聞かせとわらべ歌遊び 

ボーイスカウト鳥取連盟 東部地区協議会 グループでプレーパーク活動 

岩美町青少年育成協議会 浦富海岸冒険カヤック 

あつまらいや北条ネクストジェネレーション 自然体験会(釣り、キャンプ、ハロウィン) 

福生東地区青少年育成会 自然体験(キャンプ、沢登、菓子作り等) 

東中サポーターズ しいたけ原木づくりと植菌体験、竹細工 

 

 

《会員募集のお願い》 

次代の日本を担う青少年の健全な育成を図るため、広く県内の皆様に会員のご加入を 

お願いします。 

一人でも多くの方にご賛同いただき、活動の幅を広げていくためにも会員の皆様か 

らのご紹介をお願いします。 

《会費納入のお願い》 

県民会議は、会員の皆様からの会費収入を財源として活動しています。 

来年度も納入いただきますようお願いします。ご理解、ご協力をお願いします。 

    年会費 個人・団体共通 １口 1,000円以上 

《会費の納入について》 

振込手数料はご負担いただきますようお願いします。 

           事務局：青少年育成鳥取県民会議 ☎0857-26-7078     

 

あの子もこの子も地域の宝 ひと声かけてて育てよう 

(7)  

 



ポスター　青翔開智中　貝本　芽 令和４年度「とりのからあげ」コンテスト

動画　美保中　本池　灯 　　青少年育成鳥取県民会議

マーク

子どものＳＮＳトラブル防止標語
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